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現在、総合的な学習を中心に、子供達が自ら
考え、主体的に課題解決する取り組みが各地
で行われている。

課題：情報を収集・選択し、整理して伝えると
いう活動にとどまることが多い。

１．プロジェクトの概要

【 課題背景と狙い 】

例えば、川の生き物調査をして、マップで紹介するなど。
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リサーチプロジェクト
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これまで博物館はＧＩＳを活用したリサーチプロジェクト
を実施してきた。

■完成マップから自然環境を考え、次の活動を
判断し、行動する取り組み

↓
■マップ情報に関連する複数のレイヤーを重ね
合わせながら思考を深める

↓
■これは、学びを連続させる上で非常に重要で
あり、効果的な学習法
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今回の取組は、これらの学びの環境をさらに一歩進め
た取り組み

■ＧＰＳ搭載型携帯電話とＧＩＳを連携し、調査結果
をリアルタイムにマップ情報に変換

↓
■データからわかる事、考えられる事を読み取りな
がら、課題解決を図る

↓
■他の地域と交流しながら次の課題を子供達自身
が考える活動を支援

↓

「思考力・判断力」の育成を目指す
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１．プロジェクトの概要

データからわかること、考えられることを読み取りながら課題解決
を図ったり、他地域と交流しながら次の課題を子ども達自身が考え
る活動を通して、「思考力・判断力」の育成を目指した。

ＧＰＳ携帯 WEB-GIS

「写真、撮影場所、日時他」の調査情報を瞬時にマップ化

パケット通信

【 当システムの特徴 】

１．簡単調査！＜４回の実行ボタン操作で調査完了＞
２．リアルタイムにGISに情報追記～BBSで交流
３．GISの編集～計算
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２．システムの概要

GPS搭載携帯電話を使い、調査情報（画像、テキスト、調査位置、日時など）をGISデータベースに登
録し、そのデータをマップ上に可視化。調査対象を自由にパラメータ化する計算機能を付帯する事で
、学習テーマに基づいた仮説などの検証が行えるものを目指した。
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当プロジェクト は 「初等中等教育専用に独自開発した
システム」を最大限活用

１、カリキュラムの開発と実践
２、交流学習の仕組み
３、評価活動 に研究を行い

新たな授業モデルと学びの環境を構築／提案する
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３．実施運営体制の概要

【 事務局の位置づけ 】

【 協力体制 】

総括責任者
中瀬勲

（兵庫県立大学）

委員会責任者
嶽山洋志

（兵庫県立人と自然の博物館）

コーディネート
岸田隆博

（兵庫県教育委員会）

カリキュラム開発委員会
山中昭岳

（熊野川小学校）

評価委員会
堀博文

（丹波市教育委員会）

プログラム開発委員会
山下義弘

（株式会社アークス）

事務局運営

【協力機関等】

・株式会社NTTドコモ
・株式会社ジオサイエンス

■栃木県壬生町立稲葉小学校 ： 山中 伸之 教諭

■栃木県足利市立北中学校 ： 小川 裕之 教諭
■東京都墨田区立竪川中学校 ： 三橋 秋彦 教諭
■鳥取県米子市立日新小学校 ： 石倉 和幸 教諭
■兵庫県丹波市立北小学校 ： 藤原 義行 教諭
■兵庫県丹波市立春日部小学校： 酒井 宏 教諭
■兵庫県丹波市立船城小学校 ： 足立 雅人 教諭
■兵庫県丹波市立進修小学校 ： 松尾 史子 教諭
■兵庫県尼崎市立立花小学校 ： 松本 明美 教諭
■和歌山県熊野川小学校 ： 山中 昭岳 教諭
■沖縄県沖縄市立美東小学校 ： 甲斐 崇 教諭

産・学・公の連携によるプロ
ジェクト運営体制を確保。
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１．プロジェクトの概要

【実践授業を行った学校】

分科会＜テーマ＞ 学校 教員 時間数

第1分科会 兵庫県丹波市立進修小学校 松尾 史子 教諭 17時間

お年寄りにやさしい町 兵庫県丹波市立北小学校 藤原 義行 教諭 26時間

＜バリアフリーマップ＞ 兵庫県尼崎市立立花小学校 松本 明美 教諭 12時限

第2分科会 兵庫県丹波市立船城小学校 足立 雅人 教諭 12時間

＜防災マップ＞ 兵庫県丹波市立春日部小学校 酒井　宏  教諭 10時間

栃木県壬生町立稲葉小学校 山中 伸之 教諭 12時間

鳥取県米子市立日新小学校 石倉 和幸 教諭 10時間

街おこし 和歌山県熊野川町立熊野川小学校 山中 昭岳 教諭 12時間

＜遊び場マップ＞ 沖縄県沖縄市立美東小学校 甲斐　崇  教諭 12時間

第4分科会 栃木県足利市立北中学校 小川 裕之 教諭 5時間

＜ロケ地マップ＞ 東京都墨田区立竪川中学校 三橋 秋彦 教諭 5時間

計　11校（小学校9校／中学校２校） 計133時間

第3分科会
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４．実践事例

お年寄りにやさしいまちづくりを考える

～地域、家庭、学校の連携による地域学習～

【第１分科会】

【 地域との交流学習事例 】
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４．実践事例

【 目標 】

④情報機器を効果的に活用し、必要な資料を作成
するとともに、資料を読み取る考察力を育てる。

（考察力）

①自分たちの地域が高齢者にとって暮らしやすい
町かどうか、課題を持って追求する。（課題企画力）

②高齢者との交流を通して、共に生きていくことの
大切さに気づく。 （コミュニケーション力）

③身近な社会に主体的に働きかけ，自分にできる
ことを実践しようとする態度を育てる。 （実践力）
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４．実践事例

【 実践の概要 】

① お年寄りに優しいまちとは一体どう

いうまちなのかを考え、問題意識を
持つ。ネット上の統計データの活用。

② GPS携帯カメラを用いて、お年寄りに優
しいまちかどうかを児童の視点で調査
し、その優しさの度合いを★印で表現。

★★★：非常にやさしい！

▲▲▲：非常にやさしくない！
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４．実践事例

③ GISマップを用いて、お年寄りに優し
い・優しくない場所を地図上に表わし
ていく。

④ 実際にお年寄りにまちの優しい・優

しくない場所についてインタビュー
する。
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４．実践事例

⑤ GPS携帯カメラを用いて、インタビュー
で得られた地点の撮影を行う。

⑥ GISマップを用いて、お年寄りの視点
から見た、優しい・優しくない場所を
地図上に表わしていく。
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【 調査概要 】

４．実践事例
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【 ２．ＧＩＳを用いた授業でみられた児童の美しき気づき －事前授業－ 】

４．実践事例

下表は実践授業のはじめに考えた、「私たちの校区はお年寄にやさしいまちだ。」
という問いに対する子どもたちの意見
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【 ２．ＧＩＳを用いた授業でみられた児童の美しき気づき －事後授業－ 】

４．実践事例

解析モード発表会での発言

「お年寄りの楽しみはみんなで集まってグラ
ンドゴルフやおしゃべりをすること」

「お年寄りは僕たちの思っていることと、全く
違うことに気がつきました。僕たちがお年寄
りにやさしいといえば、スロープや段のない
事だと思うけど、でもお年寄りは自分の家
や畑が落ち着くと言ってくれました。」

「おじいさんやおばあさんは疲れたらこうい
う所で休んどってやことが分かりました」
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４．実践事例
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４．実践事例

子どもの子どもによる子どものための

観光マップをつくろう

～世界に広げよう！！遊びの輪～

【第3分科会】

【 4校による共同学習事例 】
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＜実践の流れ＞
課題設定→フィールドワーク→交流学習

→マップ完成→課題再発見

自らの地域の魅力再発見、他地域との比較

“まちおこし”へ

【第3分科会】での実践概要

遠隔地の学校間での共同学習
【テーマ】 遊び場紹介マップづくり

４．実践事例
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＜地図を読み取る力＞
■自らの地域のイメージができる
■地図上にある情報からその地域の特性をしることができる

＜伝え合う力＞
■情報を一方通行的な発信のみするのではなく、相手との

交流を積み重ねる双方向のやりとりができる

＜課題設定力＞
■新たな課題の設定ができる

【子どもに付けたい力】

４．実践事例
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自分たちの取り組みを地域の人たちへ
４．実践事例
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０５０２１７ 子ども作成スライド４．実践事例
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０５０２１７ 子ども作成スライド４．実践事例
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０５０２１７ 子ども作成スライド４．実践事例
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０５０２１７ 子ども作成スライド４．実践事例
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０５０２１７ 子ども作成スライド４．実践事例
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０５０２１７ 子ども作成スライド４．実践事例
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０５０２１７ 子ども作成スライド４．実践事例
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０５０２１７ 子ども作成スライド４．実践事例
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０５０２１７ 子ども作成スライド４．実践事例



GPS携帯電話と情報追記型GISによる共同学習GPS携帯電話と情報追記型GISによる共同学習

０５０２１７ 子ども作成スライド４．実践事例
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０５０２１７ 子ども作成スライド４．実践事例
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交流用掲示板４．実践事例
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４校だけでなく、
もっともっと広げ
ていきたい！！

４校だけでなく、
もっともっと広げ
ていきたい！！

０５０２１７ 子ども作成スライド４．実践事例
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０５０２１７ 子ども作成スライド４．実践事例
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【システム評価】

■「遊び場紹介マップ」という４校の共有の場

■マップと連動する掲示板による発展性

←より多くの学校との交流へ

【身に付いた力】

■地図を読み取る力：自らの地域、他地域の理解

■伝え合う力：顔の見えない相手とのつきあい方

■課題設定力：地域をよりよくするためには・・

←科学的な思考・判断にまで踏み込んだ分析へ

【成果と課題】

４．実践事例
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実践前 実践後

児
童SS

イ
メ
ー
ジ
マ
ッ
プ
の
変
容

【成果と課題】
４．実践事例
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０５０２１７ 子ども作成スライド４．実践事例
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０５０２１７ 子ども作成スライド４．実践事例
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４．実践事例 ０５０２１７ 子ども作成スライド
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５．評価①（イメージマップ調査による実践授業の評価）

イメージマップとは「頭の中の地図」のことで、被験者に地域
の地図を記入してもらい、空間認知の度合いを測る手法。
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５．評価①（イメージマップ調査による実践授業の評価 進修小学校）

（個）
0 100 200 300 400 500

ノード

エッジ

ﾗﾝﾄﾞﾏｰｸ

街区

パス
実践授業前

実践授業後
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300 465

5
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43

進修小学校における児童のイメージの変化
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５．評価①（イメージマップ調査による実践授業の評価 進修小学校）

特に学校や幼稚
園の大きさが、実
践授業前後で変
化し、また他の建
築物との相対的
な大きさの関係
についても考慮し
て描かれているこ
とから、数量的な
情報の伸びだけ
でなく大きさの把
握も達成されたも
のと思われる。

児童Ｎのイメージの変化
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５．評価②（携帯カメラの操作性の評価）

携帯電話の操作は児童・生徒が簡単にできるものであるか。

10

0

0

１．ある程度の指導時
間で簡単に操作するこ
とができた。

２．使いながらでも時々
操作の指導をする時間
が必要であった。

３．１時間１時間使用
方法の説明をしないと
操作できなかった。

GISｼｽﾃﾑは課題に沿ったマップを表示でき課題解決に役立った。

10

0

0

１．ある程度の修正作
業だけで、目的にあっ
た地図が作成できた。

２．修正作業に時間が
かなり必要だが、目的
にあった地図が作成で
きた。

３．修正しても目的に
あった地図が作製でき
なかった。　　　

たくさんの情報を意図にあった地図にまとめることができるシステムであるか。

6

4

0
１．多くの情報がきれい
に地図に整理できる。

２．情報が多すぎて多
少わかりにくいところが
ある。

３．地図にまとめても情
報が整理できずわかり
にくい。

地図に登録された情報が個別に呼び出せることができるか。

9

1 0

１．地図に登録された
情報が正しく呼び出す
ことができる

２．地図に登録したは
ずのデータが時々間
違ったデータを呼び出
すことがある。

３．地図に登録された
データと収集したデー
タが呼び出すときに違
うことがよくある。

システム・プログラムの操作性、情報の精度や確認については、問題
ない。多種多様な情報を地図に表す場合に、一度に区別して見やすく
する工夫が必要である。
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５．評価③（授業の成立性の評価）

授業を成立させるシステムであるか。

4

6

0
１．できる 　　　　　　　　

２．工夫すればできる

３．できない

簡単な研修をすれば容易に授業が始められるシステムであるか。

6

4

0
１．できる

２．十分研修すればで
きる

３．かなり研修が必要

システムを授業で活用するには、簡単な操作研修が必要である。研修以
上に、システムを活用する場面を十分検討することが大切である。各学
校で活用してもらうには今回の研究で実施したカリキュラム案を参考にし
ていただくとよい。
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５．評価④（共同学習のツールとしての評価）

「何をとっているので
すか？」という質問に
対して、「ドジョウがと
れます。」と答え、そ
れに対して「まわりに
どんぐりがあれば歌
えますね。」といった
ユーモアのある書き
込みがなされていた。
さらに川幅をたずね
たり、自分の地域と
比べた書き込みをし
たりと派生的な発展
が見られた。

掲示板による交流
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６．総括（まとめ）

課題の発見
と計画

課題を作ろう！
・地域素材を活用した課題づくり

・調査計画の立案（方法、場所、時
期、内容等）

・イメージマップを活用した事前情
報の整理

地域再発見

児童の地域認
識度の把握

情報教育
の視点 単元の流れ ポイント

Plan
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６．総括（まとめ）

情報教育
の視点 単元の流れ ポイント

調査に出かけよう！
・GPS携帯を活用した調査活動

・インタビューによる調査活動
（地域密着）

・社会教育施設等専門家との
共同調査

Do

情報の収集

地域・保護者
の調査協力

博物館の協力
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６．総括（まとめ）

情報教育
の視点 単元の流れ ポイント

調査結果から考えよう！

・GISを活用した考察（思考・判断）

・イメージマップによる地域情報の
再整理

・情報共有による考察

See

整理・分
析・判断

発信・伝達

地図情報を元に
した課題解決
（聞き取りとデー
タの比較等）

課題意識を個人
として育成

児童の地域認識
の伸びを把握

気づき

お互いの地図情報を
元にしたBBS交流
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他地域・同一地
域との交流学習

行動しよう！

・行政に提案しよう

・ガイドブックや看板を作ろう

・安全なまちづくりを提案しよう
地域に対する課
題意識の芽生え

自己実現の欲求
マズローの欲求充足
５段階法則

発信・伝達

６．総括（まとめ）

情報教育
の視点 単元の流れ ポイント

フィードバック

Action
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システムを活用した授業モデル （サスティナブル・エデュケーション・システム）

視

点

単

元

の

流

れ

ポ

イ

ン
ト

Plan

課題を作ろう！

■地域素材で課題作り

■調査計画の立案

Do

調査に出よう！

■ＧＰＳで地域調査

■インタビュー調査

■専門家との共同調査

Ⅰ.

課題の発見と計画

Ⅱ.

情報の収集

Ⅲ.

分析／思考／伝達

Ⅳ.

発信／伝達

地域の再発見

地域認識度の把握

地域の方々 の協力

博物館 等専門家 の協力
課題解決意識を育成
地域認識の伸びを把握

他地域との交流学習

地域に対する課題

意識の芽生え

自己実現再評価・新たな課題

Action

行動しよう！

■地域行政に提案

■ガイドブックを作る

■まちづくりの提案

See

結果から考える！

■ＧＩＳ上で考察

■地域情報の再整理

■情報共有による考察

ＢＢＳで交流学習
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現在プロジェクト展示ブースで

システム実演を実施中！

リアルな感動を体感してください。
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ご清聴ありがとうございました。

プロジェクト・プトレマイオス一同


